




























































を獲得して間もない個体 (学習前期群)，援助行動を十分に獲得した個体 (学習後期群) 















ンの作用を介して生じていた可能性がある．研究 3 (第 4 章) では，目標指向行動にお
けるオキシトシンの作用を明らかにするための実験事態を立案し，目標指向行動おける
扁桃体の関与について検討した．実験では，扁桃体基底外側核を薬理的に損傷したラッ
ト (損傷群) と損傷していないラット (統制群) に対し， 2 組の床刺激対を用いた同時
弁別課題をそれぞれ 2 種の異なる強化子を用いておこなった．その後，同時弁別課題で
用いた 2 種の強化子のうちどちらか一方に味覚嫌悪条件づけをおこなう価値低減操作
を実施し，その前後に価値低減した強化子および価値低減していない強化子とそれぞれ
対呈示されていた床刺激の選択テストを実施した．その結果，統制群では価値低減した
強化子と対呈示されていた床刺激に対する選択行動が価値低減操作後に低下した．しか
し，損傷群においては，価値低減操作は床刺激の選択行動に影響を及ぼさなかった．こ
の結果は，扁桃体基底外側核の損傷が，自らの行為の結果を予期する能力に基づいた柔
軟な行動選択を阻害したことを示している．すなわち，目標指向行動の遂行に扁桃体基
底外側核が関与していることを示唆している．  
 以上のように，本博士論文研究では，オキシトシンが見知らぬ他個体に対する援助行
動を促進させる作用を有する可能性が示された．この促進作用がオキシトシンの社会的
接触を促進させる働きでは説明が困難であることから，他個体の不快に対する共感が向
社会的行動を動機づける過程にオキシトシンが作用していると考えられる．さらに，援
助行動の獲得に前部帯状皮質と扁桃体のオキシトシンが関与することが示された．前部
帯状皮質－扁桃体回路は負の共感の神経基盤として知られているため，この回路におけ
るオキシトシンの働きが援助行動の獲得に重要な役割を果たしている可能性がある．ま
た，扁桃体基底外側核が目標指向行動の遂行に関与することが示された．目標指向行動
には結果の予期に関わる認知過程が含まれるため，援助行動におけるオキシトシンの作
用に共感以外の認知過程が介在している可能性がある．加えて，これらの試みにより，
オキシトシンが学習初期に特異的に作用することや，援助行動と共感的反応の間に行動
学的・神経科学的な差異が存在することが示された．これまでの共感研究では，ラット
の援助行動が共感能力を反映しているのかどうかという問題に焦点を当てた様々な行
動学的検討がおこなわれているが，その反面に援助行動の神経メカニズムに関する検討
は十分に進められていなかった．このような現状に対して，本博士論文研究は負の共感
に関連する脳領域のオキシトシンが援助行動の獲得に関与することを示した．この研究
成果は，共感が向社会的行動を動機づける神経メカニズムを理解する上で重要な基礎的
知見となることが期待される．今後，援助行動に関与する認知過程にオキシトシンがど
のように作用するのか詳細に検討していくことで，共感や，共感から動機づけられる向
社会的行動の神経メカニズムが明らかになると考えられる． 
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